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大洗沖並型魚礁における魚礁利用と漁獲効果について

鈴木正伸

は　じ　め　に

茨城県における人工魚礁の設置は国の補助事業と

なった1962年から本格化し仁近年，その事業量は桁

違いに拡大されている。本県の人工魚礁の効果に関

する調査研究は，人工魚礁設置業発足当時から実施

されているが，そのほとんどが潜水による観察や漁

獲試験等から相集効果について検討したもので，漁

業による漁獲効果についての報告は少ない。

－「掛こ，人工魚礁の漁獲効果を確かめる方法とし

て，聴きとり調査・標本船調査・全数訝香等の方法

が行われている。しかし，いずれの方法においても

人l二魚礁の漁獲効果を抽出する上でいくつかの問題

点を含んでおり，操業位置把握の精度・人⊥魚礁区の

設定方法等に共通した問題点があるように思われる。

ここでは，人工魚礁の漁獲効果を明確に把握する

ために礁上に船を停止させて操業するスズキ一本釣

漁業に着日し，県内で優秀な漁場の1つにあげられ

ている大洗沖人工漁礁の利用実態並びに漁場生産に

関する調査を行なって得た二・三の知見について報

告する。

報告に先だち，調査に協力をいただいた大洗町漁

業協同組合良小松崎七之介氏，参事飛田弥次郎氏，

及び糾合員の方々に御礼申し上げる。

l　材料と方法

大洗町漁業協同組合所属のスズキ一本的漁業を営む

漁家は全組合員の21馴こ当る69ケ統あるが，そのう

ち専業漁家は50ケ続ある。この専業船50隻に出漁時

の操業記録（以下標本日誌と呼ぶ）の記帳を依頼した。

調査期間はスズキ一本釣漁期間の昭和62年7月1

日から同年10月3ユ日までの期間である。なお，当

該人工魚礁域では一本的以外の漁業と遊漁による操

業は禁止されているので，当該人工魚礁における年

間の漁業生産はこの標本日誌の記録を集計すること

により得られる。

標本日誌の記載事項は，漁船の操業が基本的には

朝夕の「まずめ」の頃に行われることを考慮して，

船別・朝夕の操業別に礁利用と漁獲量及び漁獲金額

に分けた。

礁利用については操業実態を礁単位に把握するた

めに，釣獲の有矧こかかわらず利用したすべての礁

について記載することとして礁利用回数に数えた。

礁利用における礁の記載は，漁業者が呼称する名

称の付してある天然礁及び人工魚礁の配置図を日誌

の1月こ、とに印刷しておき，利用礁をチェックでき

るようにした。

2　結　　果

（1）漁場の概況

大洗におけるスズキ一本釣漁業の漁場は．那珂川

河口から大洗港に至る水深11m以桟の天然礁に富ん

だ海域と・大洗港から東南東約4．3血の水深約20m

海域に設置されている人工魚礁域の2漁場に区分さ

れる（図1）。

岸側の天然礁漁場は，大小26程度の礁群で（図2），

比高数仇から3mのほぼ平坦な岩盤と転石によって

構成されている1）。一方の沖側の人工魚礁漁場は，

軍艦（クロガネ）磯＊と沿岸漁場整備事業によるコン

クリート製ブロック5群の人工魚礁群（表1，図3）

で　周囲は天然礁や礫場のない砂質の海域であり，

魚礁の比高は軍艦磯が約3m，コンクリート製魚礁

が3～6mである。

（2）漁獲の推移

標本日誌の記録から，昭和62年に天然礁と人工魚

※軍艦磯：昭和8年8月2日付「いはらき新聞」参照
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図3　人工魚礁の配置

（図中のNmはコードNn）

図2　天然礁の位置と名称

礁域で漁獲されたスズキの日別漁獲量の推移（図4）

をみると，スズキ一本的漁業は7月1日に始まり10

月14日まで続き，盛漁期は7月中旬から9月上旬ま

でであった。スズキ総漁獲量の日別変動（図4実線

部分）をみると．漁期間を通じて不定期な漁獲のピ

ークがみられる。これに関して，堀（1984）2），高

潮（1986）3）は一本釣によって漁獲されたスズキの

－169－

漁獲変動から，スズキは群れを形成して調査海域内

に来遊し，また調査海域外へ移動している可能性を

報告している。

人工魚礁域と天然礁域とに区分してみると，1日

当り200kタを越える漁獲があった目は人工魚礁域に

大きな来遊群があったことがわかる（図4）。この

ようなスズキ魚群の来遊水準及滞泳時間，延いては

漁獲量の変動要因は，索餌期に当るスズキの餌料生

物の分布，並びにそれらの生活圏である物理的環境

要因，特に漁場が河川水と沿岸水の混合域にあるこ

とから水塊の変動と関係があるのではないかと考え

られる。

（3）礁別魚体別漁獲尾数

スズキ一本的漁船の礁別の利用状況を知るために，



表1磯浜沖並型魚礁設置概要

Nn 設 置 年度 事　 業　　 名 魚　　 礁　　　 型 設置 数
クb

m

事 業 費

千円

1

2

3

4

昭和 5 3 年 度
沿岸 漁 場 整 備 開 発事 業

（並 型 魚礁 設 置 ）
1．5 m 角 コ ン ク リー トブ ロ ック

l

5 89 1，98 7

398

4 11

48 0

10，6 50

l

l 5，0 2 1

5，3 40

6．37 3

昭和 5 6 年 度
沿岸 漁 場 整 備 開発 事 業

（並 型 魚 礁 設 置 ）
1，5 7几角 コ ン ク リー トブ ロ ック 1 18

昭和 57 年 度
沿 岸漁 場 整 備 開 発事 業

（並 型 魚 礁 設 置 ）
1．5 m 角 コ ン ク リー トブ ロック 12 2

昭和 5 9 年 度
沿 岸 漁場 整 備 開発 事業

（並型 魚 礁 設 置 ）
F P 3．25 m 角 ブ ロ ック 14

】

計 8 4 3 3，2 76 27，38 4

図4　スズキの漁獲量の推移（S．62．7～10月）

標本日誌から集計した礁別の利用頻度を図5に示し

た。人工魚礁域では軍艦磯がのベ7隻，FP礁（図

6）がのベ22隻の利用と利用頻度が低いのに対し，

1，5m角コンクリートブロック乱積礁（以下単に乱積

礁と呼ぶ）はのベ100隻から300隻以上と高い。ま

た，南北に4か所に分けて配置された乱積礁におい

ては，南に設置された礁ほど利用頻度が高い（図5）。

一方天然礁域ではイヌキダシ・ナカネ・ハコイソ

オ与の，那珂川河口に近い北側の3礁でのベユ00－

300隻と高い利用を示している（図5）。

大洗町漁協では表2の区分に従ってスズキの銘柄

OCT

全漁獲量
人工魚礁における漁獲量

を分けている。この区分に従い昭和62年のスズキの

銘柄別漁獲尾数を礁別に集計し，図7～10に示した。

「銘柄大」の漁後尾数は礁の利用頻度（図5）と正

の相関（相関係数r±0．95）を示し，乱積礁・イヌ

キダシ・ナカネで多く漁獲されている。人工魚礁域

ではすべて「銘柄大」で，「銘柄中」以下は漁獲さ

れていない。

1礁利用当りの「銘柄大」漁獲尾数（図11）から

わかるように，乱積礁・FP礁・イヌヰダシ・ナカ

ネで高い値を示しており，この時期の成魚スズキ魚

群は人工魚礁域並びに天然礁域のうちのハコイソ以
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図5　礁別の利用頻度（スズキ一本的漁期中ののべ利用隻数で示す）

容積34．3空が

図6　FP　型

北の水域を大洗地先海域の主たる分布域としている

と推察される。

これに対して「緒柄中」以下のスズキは，「銘柄

小」がイヌキダシでわずか1尾漁獲されたのを除け

ばすべて天然礁域の中央に位置するハコイソオキ以

南の礁で漁獲された。以上の結果から「緒柄大」の

スズキと「銘柄中」以下のスズキは一本的漁期であ

ー171－

表2　大洗町漁協におけるスズキの緒柄区分

銘　　　 柄 魚 体 の 重 量 （k才）

大　　　　 ス 1．5　 ′・－

中　　　 ス 1．0　 － 1．5

小　　　　 ス 0．5　 ～ 1．0

セ　　 イ　　 ゴ ～　 0 ．5

※　大スのうち4．0kg以上を「特ス」と呼称
する場合もある。

る索餌稽泳期には分布域を異にしていると考えられ

る。

は）漁獲結果

標本日誌の記録から礁別の漁獲尾数・漁獲量・漁

獲金額を集計し，この漁業の対象魚種であるスズキ

の漁獲結果を表3に，スズキ以外の魚類を含めた全

漁連結実を衰4に示した。
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昭和62年のスズキ一本的漁業によるすべての礁利

用回数は計1，901回であった。これを海域別にみる

と人工魚礁域及び天然礁域での利用回数はそれぞれ

945回及び962回で（表3・4），ほぼ1対1の利用

比となっている。

スズキの漁獲尾数を比較すると，人工魚礁域では

851尾，天然礁域では528尾が漁獲され，全漁獲屋

敷1，379尾のうち約62％が人工魚礁域で漁獲されて

いる。これを漁獲量で比較すると，人工魚礁域で

2，460．7kダであるのに対し，天然礁域では1，140．5kg

と，全漁獲量3，601．2kgのうち約68％が人工魚礁域

で漁獲されている。史に漁獲金客引こついて比較する

と，人工魚礁域では1，309万円であるのに対し，天

然礁域では625万円で，全漁獲金額の約68％を人工

魚礁域での漁獲が占めている。

人工魚礁域は天然礁域より漁獲尾数で上まわる操

業が行われ，かつ大型の魚体が漁獲されていること

により漁獲量及び漁獲金客頁の点では更に人工魚礁域

の占める割合が大きい。

（5）漁獲効率

礁利用回数が極端に少ない礁をはぶき，人工魚礁

域で最も利用の少ない軍艦磯の利用回数である7回

以上の礁について，礁1回利用当りスズキ漁獲尾数

を漁獲効率と考え，各樵の漁獲効率の値を表5に示

した。

漁獲効率の値は人工魚礁域で0．90であるのに対し，

天然礁域では0．55と，人工魚礁域で効率の良い操業

が行われているといえる。礁別に比較すると．人二上

魚礁域では乱積礁・FP礁が高い値を示し，天然礁

域ではハコイソ・イヌキダシ■エンニュウノホンネ・

エン二ュウ・ナカネが0．5を上まわる値を示した。

表5の値をもとに，礁の利用回数と漁獲効率の関

係を図11に示した。これによると礁利用回数と漁獲

効率の間に正の相関が認められる礁群（図1ユのA群）
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表3　礁別漁獲結果（スズキのみ）

魚　　　　 礁　　　　 名 利 用 隻 数
漁 獲 尾 数

（尾 ）

漁 獲 量

（桓 ）

漁 獲 金 額

（円 ）

人 工 魚 礁 域 1 軍 艦 磯 7 2 4 ．0 2 0 ，2 0 0

2　 1．5 角 ブ ロ ッ ク ー 2 1 1 4 8 0 2 3 0，8 1，2 4 7，6 9 4

3　　　　　　　 ′′　　　 ¶ 3 15 6 7 8 2 2 6 ．0 1，16 1，0 0 8

4　　　　　　　 ′′　　　 － 4 2 5 7 2 0 3 5 8 1．8 3，1 2 0 ．4 2 1

5　　　　　　　 〝　　　 － 5 3 3 5 4 0 8 1，19 2．3 6．3 6 5 ，7 2 6

6　 F P 3．2 5 型 2 2 】　　　 2 0 5 8．8 2 9 1，2 6 4

7　 そ の 他 一人 工 魚 礁 ※ 1 1　 5 4 〉　　　　 6 0 1 6 7．0 1 8 8 8，0 3 5

小　　　　 計 9 4 5 【 8 5 1　ト 2．4 6 0．7 E
ユ3，0 9 4，3 4 8

l

天 然 礁 域 8　 オ ダ レ ノ キ ク マ エ
　 l

ユ1 5 2 4．4 1 7 1．0 6 0

9　 7 カ ン ポ 9 0 0．0 0

1 0　 オ　 ダ　 レ 6 0 0．0 0

l 1 1 ナ カ ネ

1 2 コ ガ ダ シ

1 3 イ ヌ キ ダ シ

1 4 ハ コ イ ソ

1 19

1 2 4

2 17
】

14 戸

6 6

8

2 2 1

16 1

1 6 7．3

1 7．9

5 4 9．4

1 3．6

9 3 8，8 9 0

1 1 3，0 5 0

2．9 9 7，2 4 2

6 7．9 8 9

1 5　 ハ コ イ ソ オ キ ユ1 5　　 巳 5 7　 1 9 9．2　 ！　 6 0 0．3 1 0

1 6　 エ ン ニ ュ ウ 9 8　　　 9．9　 F　 6 2．2 2 0

1 7　 エ ンニ ュ ウ ノ ホ ン ネ 3 1 3 1 2 5．5 1 2 9 ，2 3 0

1 8　　 ミ　 ノ　 ワ 1 2 2　　 1 1．5 7，8 0 0

ユ9　 エ ンニ ュ ウ ノ ハ ナ レ　　　　　　 1 3 4 8 ．6 4 9 ，9 6 0

2 0　 ミヤ マ エ ノ ホ ン ネ　　　　　 5 9　 1 2 1 2 7．8 1 4 3，8 2 0

2 1　 ミヤ マ エ ノ ハ ナ レ 5 6　　　　　 1 2　　　　　 2 8 ．2　　　　 1 5 9 ，14 0

2 2　 オ オ ガ メ 4 0 0・0 ； 0

2 3 ア カ イ ヤ ネ　　 2 6 1

2 4 オ オ ガ メ ノ ハ ナ レ　 1 9

2 5 フ カ ン ポ　　 4

1

0

3

1．2

0 ．0

8．5

4，5 6 0

0

4 6．5 5 0

2 6　 オ オ シマ 0　 ， 0　　　　　　　 0．0 0

2 7　 ナ カ ネ ノオ キ 5 9 1 3 1 9．3 1 0 5．78 4

2 8　 サ ク　 ヤ 2 0　　　　　　　 0．0 0

2 9　 ゴ ド　 ー 5 0 0．0　　　　　　　　　 0

3 0　 メ　　 ド　　　　　　　　　　　　　 1　　　　　　　 2 0．8　　　　　　 9．5 4 0

3 1　 マ ル ヤ マ ダ シ　　　　　　　　　　　 8 0 0．0 0

3 2　 フ ジ ダ シ 2 3 l Z　 J 7 ．7 3 7、5 3 0

3 3　 フ ジ ダ シ ノ オ キ ネ 1 8 1 3．3　　　　　 1 3．3 0 0

3 4　 そ の 他　 ※ 2 9 8 4 5 1 2 6 ．4 5 9 1．2 4 0

小　　　　 計　　　　　　　 9 6 2 5 2 8　　　 1，1 4 0．5 6，2 4 9 ，2 1 5

合　 計　 1・9 0 7　 日 ・3 7 9　 r 3・6 0 1・2 1 9・3 4 3 ・5 6 3

※1人工魚礁を特定できなかったもの

※2　礁を特定できなかったもの



表4　礁別漁獲結果（全魚種）

魚　　　　 礁　　　　 名 利 用 隻 数
漁 獲 尾 数

（尾 ）

漁 獲 量

（k P ）

漁 獲 金 額

（円 ）

人 工 魚 礁 域 1 軍 艦 磯 7 2 4 ．0 2 0 ，2 0 0

2　 1 ．5 角 ブ ロ ッ ク ー 2 1 14 8 9 2 4 2 ．7 1，2 9 5 ，2 5 4

3　　　　　　　 ′′　　　 － 3 1 5 6 9 0 2 3 3 ．3 1，1 8 5 ，4 4 8

4　　　　　　　　　　　 － 4 2 5 7 2 3 0 5 9 9 ．6 3 ，2 0 9 ，9 9 1

5　　　　　　　 ／′　　　 － 5 3 3 5 4 7 3 1 ，2 4 2 ．1 6 ，5 5 9 ，1 1 6

6　 F P 3 ．2 5 型 2 2 2 8 6 5 ．8 3 1 8 ．0 5 4

7　 そ の 他 一 人 工 魚 礁 ※ 1 1　　　 5 4 7 8 1 7 9 ．2 9 3 6 ，3 9 5

小　　　　 計 9 4 5 99 0 2 ，5 6 6 ．7 13 ，5 2 4 ，4 5 8

天 然 礁 域 8　 オ ダ レ ノ キ タ マ エ 1 1 1 1 2 7 ，6 1 8 4 ，0 1 0

9　 フ カ ン ポ 9 0 0 ．0 0

1 0 オ ダ レ　　 6

い 1 ナ カ ネ　 1 1 9

1 2 コ ガ ダ シ　　 2 4

1 13 イ ヌ キ ダ シ　 2 1 7

4

8 0

16

2 5 4

1 ．3

1 7 6 ．4

22 ，1

5 7 2 ．6
l

5 ，2 3 0

9 7 7 ，5 7 0

1 2 3 ，7 9 0

3 ．0 7 3 ．7 6 4

14　 ハ コ イ ソ 1 4 3 1　　　　 2 5 ．0　 1　 1 0 9 ．1 3 9

15　 ハ コ イ ソ オ キ 1 15 L　　 1 3 6 1 5 7 ，1　　　　　 8 7 5 ．0 6 5

16 エ ン ニ ュ ウ

1 7 エ ン ニ ュ ウ ノ ホ ン ネ

18 ミ ノ ワ

1 9 エ ン ニ ュ ウ ノ ハ ナ レ

9

l
‖

2 1

6 1

7

1 9

1 4 ．2

4 6 ．8

3 ．9

】 19 ．4

8 4 ．5 0 0

2 2 1 ．4 5 4

1 0 ，8 0 0

10 7 ，2 3 0

2 0 ミ ヤ マ エ ノ ホ ン ネ

2 1 ミヤ マ エ ノ ハ ナ レ

2 2 オ オ ガ メ

日 日　 ≡ 4 4 ．9

4 2 ．7

9 ．7

1 2 18 ・4 6 6

1 2 0 6 ，8 3 0

1 2 ，8 4 0

2 3　 7 カ ■ィ ヤ ネ 2 6　　　　　　　 1 3 1 0 ．3 5 2 ，3 6 0

2 4　 オ オ ガ メ ノ ハ ナ レ 1 9 7 3 ．7 1 0 ，3 1 0

2 5　 7 カ ン ポ 4 4 9 ．1 4 9 ，5 5 0

2 6 オ オ シ マ　　　 0

2 7 ナ カ ネ ノ オ キ　　 5 9

2 8 サ ク ヤ　　　 2

■　 2 ；

13

0 ．0

2 6 ．2

0 ．0

　 0

1 4 0 ，4 0 4

　0

喜藻 ダ シ　 2 … 上 目 ‡§

3 3 フ ジ ダ シ ノ オ キ ネ 1 8 8 1 3 ．7

3 4 そ の 他 ． ※ 2　 9 8 12 7 1 5 9 ．6

0

9 ，5 4 0

l
5 ，8 2 0

4 2 ．1 1 0

7 0 ．3 0 0

6 9 6 ，3 3 5

小　　 計　　 岳　 9 6 2　　 9 5 9　 1，3 9 7 ・9　　 7 ，2 8 7 ，4 17　　　　　l

合　 計　 1 1 ・9 0 7　 1 ・9 4 9　 3 ・9 6 4 ・6　 2 0 ・8 1 1 ・8 7 5

※1人工魚礁を特定できなかったもの

※2　礁を特定できなかったもの
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表5　礁別漁獲効率

魚　　　　 礁　　　　 名　　　　　 利 用 隻数 漁獲 尾 数　 漁 獲 量　 漁 獲金 額

（尾 ） （毎 ） （円 ）

人 工 魚礁 域

天 然 礁 域

1　 軍 艦 磯　　　　　　　　　　　 7 0．29　　　　　 0．5 7　　　　　 2，88 6

2　 1．5 角 ブ ロ ック ー 2　　　　　 114 0 ．70　　　　　 2．0 2　　　 10，94 5

3　　　　　　　 〝　　　 － 3　　　　　　 156 0 ．50　　　　　 1．4 5　　　　　 7，44 2

4　　　　　　　 〟　　　 － 4　　　　　　　 2 57 0 ，79　　　　　 2．26　　　　 12，14 2

5　　　　　　　 〝　　　 － 5　　　　　　　 3 35 1．22　　　　　 3．56　　　　 19，0 0 2

6　 F P 3・25 型　　　 1　 22 0朗　　　 2．6 7　 戸 13．239

7　 その 他 一人 工 魚礁 X l l　 54 1．1 1　　　　　 3．09　　　　 16，4 45

人工 魚礁 域 全体　 l　 9 45 0 ．90　　　　　 2．60　　　　 13，8 56

8　 オ ダ レ ノキ ク マ エ　　　　　　　 1 1 0．4 5　　　　　 2．22　　　　 15，55 1

9　 7 カ ンポ　　　　　　　　　　　　　 9 O　　 L　　　 o　 l　　 D

10　 ナ　 カ　 ネ　　　　　　　　　　　 119 0・55　　　 1・4 1 l　 7．8 90

11 コ ガ ダ シ　　　　　　 L　　 2 4 0．3 3　　　　　 0．75　 1　 4，710

：三 二 三‡ ；、、シ　　 ■　 2；； 1・0 2　 2．53 1 13．8 12

1．14　 0．97 l 4 8 56

接招甘招
22　 オ オ ガ メ ノハ ナ レ　　　　　　　 19 0　　　　 0　 1　　 0

23　 ナ カ ネ ノオ キ　　　　　　　　　　 59 0．22　　　　　 0．33　　　　 1，793

24　 マ ル ヤマ ダ シ　　　　　　　 8　 】　　 0　　　　　 0　　　　　 0

25　 フ ジダ シ　　　　　　　　　　　　 23 0．52　　　　　 0．33　　　　 1，6 32

2 6　 7 ジ グ シノオ キ ネ　　　　　 18　　　　 0．08　　　　 0．28　　　 1，108

2 7　 そ の他　 汰 2　　　　　　　　　 9 8 0．47　　　　　 1．29　　　　　 6，0 33

天 然 礁 域 全 体　　　　　　 96 2 0．55　　　　　 1．19　　　　　 6，5 37

Xl　人工魚礁を特定できなかったもの

※2　磯を特定できなかったもの

l∴



と，利用回数は少ないが高い漁獲効率を示す礁群

（B群）との2群に区分することができる。B群に

は人工魚礁域のFP礁と，天然磯城のハコイソ・エ

ンニュウ・エンニュウノホンネが含まれ，それ以外

の礁がA群に含まれる。スズキ1尾当りの魚体重量

はFP礁で2．94kgなのに対し，ハコイソで0．85kg，

エンニュウで1．24kク，エンニュウノホンネで0．82kg

であることから，高い漁獲効率を示すこれらの3天

然礁は明らかに若齢魚が漁獲の主対象である。

（6）漁獲効果の検討

当該人工魚礁域周辺の海底地形はほぼ平坦な砂質

域であり，水深20mの水域では当該人工魚礁域以外

にスズキ一本的漁業が展開しないこと等から，軍艦

磯設置以前には当該漁業による漁場利用はなかった

ものと考えられる。

標本日誌の集計結果では．軍艦磯そのものの利用

回数はわずかに7回で，人工魚礁域全体の0．7％，

漁獲量は0，16％を占めるにすぎない。このように軍

艦磯の漁場利用並びに漁獲量が低い要因としては，

（1）礁の老朽化，埋没等により魚礁としての機能が薄

れた，（2）付近に優良な人工魚礁が新設され．足どめ

効果が薄れた．（3）コンクリート礁群に比べ，礁間が

離れており，操業上不都合がある，等が考えられる。

実際はこれらの要因が複合しているものと考えら

れるが，いずれにしても沿岸漁場整備開発事業によ

って有効な一本釣漁場が造られたことは明らかであ

る。

人工魚礁の投資効果を論ずる場合には，事業実施

前後の漁獲努力量の変化及び漁獲量の比較等から漁

業生産の純粋な増加分を推定すべきであるが，事業

前の漁業生産実態が不明なことから本報告ではこの

点については推定できなかった。そこで人工魚礁の

利用が従来からある漁業の操業形態に変化を与えな

い純粋な漁獲努力量の増加と仮定し，また軍艦磯の

漁獲効果を無視し，人工魚礁域の漁獲量がすべて沿

岸漁場整備開発事業によって設置された人工魚礁

（表1）から生産されたと仮定して漁獲効果を検討

した。

昭和62年のスズキ一本釣漁業による全魚種の漁獲

金額の合計は20，811，875円で，そのうち65％に相当

する13．524．458円が人工魚礁域での生産となってい

る（表4）。当該人工魚礁域の事業費は27．384，000円

（表1）であることから，事業費の76％をわずか1

年の間に当該人工魚礁域から生産していることにな

る。

空ガ当り年間漁獲生産量は「年間漁獲量」／「事

業量」で求められるから，スズキ一本的漁業のみを

対象とする当該人工魚礁の場合について計算すると

表4より，2．566．7kg几276空ガ±0．78kPが求めら

れた。

3　考　　察

図6に示したスズキ漁獲量の日変動を引きおこす

大きな要因は人工魚礁域への「銘柄大」群の来遊が

寄与していることが考えられ，またスズキ一本的漁

場内において魚体の大きさによって分布域が異なる

ことが示唆された。スズキ一本的漁場は那珂川河川

水と沿岸海水の混合域にあたり，変化に富んだ水塊

環境が生じる水域であり，また河川水によって運ば

れる栄養塩類により生産力の高い水域でもあること

等から，本県沿岸域の中でも多様な生態系を形成し

ている場であろう。このような漁場領境の中で魚体

の大きさによって分布環境が異なるのはスズキの生

態的特性と考えられるが，人丁魚礁の集魚要因を

究明する上で重要な点と考えられる。

人工魚礁域において，乱積礁群でのスズキの漁獲

は量及び金額ともに91％を占めることから，スズキ

一本釣漁業には人工魚礁域の中でも乱積礁が漁業生

産の高い重要な礁といえる。

人工魚礁域のサイドスキャンソナーの海底映像

（図12）によると，乱積礁のうち南側の2つの礁

（図5のコードN84と5）の西側にリップルマーク

が認められることから，人工魚礁が波浪運動に影響

を与え，礁の西側に応力の影響する撹乱域を形成し

ていると考えられる。このような撹乱域は，栄養塩

類や有機物を撹拝し，場の生産力を高めている可能

性を示唆している。

178－



図12　人工魚礁域のサイドスキャンソナー
による海底映像

人工魚礁が集魚効果を引き起こす設計上の条件と

して，蔭の高さ，面積，体積，構造，配置，材質等

が人工魚礁研究者によって論議されている。スズキ

についてはこれらの諸条件が組み合わさって生じるリ

ップルマーク域，即ち海水の撹乱域が集魚効果を高め

ていると思われる。乱積礁群の中でも南側の礁で漁

獲効果が大きいのは，図4のリップルマークの出現

域から理解できるように礁の影響域が広いことによ

ると推察できる。今後更に詳細な集魚要因に関する

究明が必要であろう。

要　　　　約

1昭和62年におけるスズキ一本釣漁期は，7月

1日から10月14日までで，漁期間中断続的に漁期

のピークがみられることから，スズキは群れを形成

して大洗地先の天然礁域並びに人工魚礁域へ来遊・

逸散をくり返していると考えられる。

2　礁別の利用頻度は，人工魚礁域では1．5m角

コンクリートブロック乱積礁がそれぞれのベ100隻
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以上と高く，一方天然礁域では那珂川河口に近い北

側のイヌキダシ，ナカネ，ハコイソオキでそれぞれ

100隻以上と高い。

3　漁獲されたスズキのうち「銘柄大」は1．5m

角コンクリートブロック乱積礁，イヌキダシ，ナカ

ネで多く漁獲され，「銘柄中」以下は天然礁域のう

ち中央に位置するハコイソオキ以南の礁で主に漁獲

されている。

4　人工魚礁域と天然礁域との漁獲結果を比較す

ると，礁の利用比はほぼ1：1，スズキの漁獲尾数

比は約6：4，スズキの漁獲量比と漁獲金額比はと

もに約7：3であった。

5　人工魚礁域の礁別の漁獲結果は，乱積礁で礁

利用，漁獲量とも多く，FP礁及び沈船礁では礁利

用，漁獲量とも少ない。

6　礁利用回数と礁1回当りスズキ漁獲尾数に相

関のある礁群と相関のない礁群に区分できる。

7　FP礁は相関のない礁群に属し，礁利用回数

が少いにもかかわらず，漁獲効率（漁獲尾数／礁1

回利用）の値が大きいことから，乱積礁に濃密なス

ズキの来遊群があったときにFP礁に漁場が拡大す

るものと推察された。

8　昭和62年の当該人工魚礁域における全魚種の

漁獲金客削ま13，524，458円で，事業費27，384，000円の

76％を生産した。

9　調査結果から当該人工魚礁の原単位（年間漁

獲量／事業量）は0．78kgが求められた。
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